
  

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦市社協イメージキャラクター 

健康戦隊ミウレンジャー 

 

「福祉、ふくし」と言い続けるといつの間にか「至福」になる。みうらの地域福祉を優しく支える「至福

人」をシリーズで紹介するコーナーです。今回ご紹介するのは、毎年共同募金にご協力くださっている、

株式会社杉山商店代表取締役の山本昭二さんです。「事業者向けのごみ収集のほか、個人宅のごみ

回収や家の片付け、遺品の片付け等も請け負っています。事業を通じて、市内に高齢者が増えている

ことを実感しています。高齢者の片付けの課題があったときに、安心してご用命いただけるよう、いつも

誠意をもって仕事に取り組んでいます。募金も、地域の高齢者のために役立てて欲しいです。」 



 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い
を
し
て
い
ま
す
。
地
域
の

高
齢
者
に
向
け
て
定
期
的
に

開
催
し
て
い
る
、
サ
ロ
ン
と

オ
レ
ン
ジ
会
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

南
下
浦
・
初
声
地
区
の
「
み
う

ら
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い 

前
事
業
所
の
閉
鎖
に
伴
い

休
止
し
て
い
た
南
下
浦
・
初

声
地
区
の
「
み
う
ら
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
を
、
七
月
よ
り

再
開
い
た
し
ま
し
た
。 

【
県
営
上
宮
田
団
地
集
会

所
】
第
二
・
四
（
火
）
十
～

十
二
時 

【
初
声
市
民
セ
ン
タ
ー
】
第

二
・
四
（
水
）
十
三
～
十
五

時 【
南
下
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー 

チ
ェ
ル
Ｓ
ｅ
ａ
み

う
ら
】
第
二
・
四
（
金
）
十

四
～
十
六
時 

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
脳
ト
レ
、

The first page special feature 

 

 
社会福祉事業のために   

▽三浦ライオンズクラ

ブ 会長 石橋昭仁様

（※寄付当時）▽匿名（順

不同） 

 

今
年
も 

十
月
一
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始
ま
り
ま
す
。
各
区
、
学
校
、
公
共

機
関
の
窓
口
等
に
お
い
て
、
募
金
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
神
奈
川
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
三
浦
市
内
の
取
り
組
み
や
県

内
の
社
会
福
祉
関
係
団
体
等
に
配
分
さ
れ
る
ほ
か
、
災
害
時
の
支
援
や
義
援
金
に
活
用

さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

昨
年
度
共
同
募
金
会
三
浦
市
支
会
に
ご
寄
付
を
く
だ
さ
っ
た
企
業
等
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
▼
株
式
会
社
杉
山
商
店
▼
有
限
会
社
藤
屋
、
有
限
会
社
佐
藤
日
出
男
薬
局
▼
丸
福

水
産
株
式
会
社
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
が
い
者
の
あ
す
の
福
祉
を
よ
く
す
る
三
浦
市
民
の
会

ぴ
あ
三
浦
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
浦
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
三
崎
魚
類
株
式
会
社
▼

社
会
福
祉
法
人
阿
部
睦
会
美
山
ホ
ー
ム
▼
有
限
会
社
ビ
ッ
ク
ロ
コ
ぼ
ー
し
ゅ
う
や
薬
局

▼
株
式
会
社
奥
山
工
務
店
▼
医
療
法
人
財
団
青
山
会
（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

そ
の
他
合
わ
せ
て
合
計
十
五
の
事
業
所
・
企
業
等
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

訪問歯科診療 
歯のお医者さんと歯のヘルパーさん 

がお宅に伺います！ 

○訪問歯科診療を通して、高齢者の口腔衛生の向上を支援します。 

○歯科治療でお困りの高齢者と家族をサポートします。身体介護が必要

な高齢者や障害者のために往診します。往診のご用命はお電話で！ 

大矢部歯科医院 046-833-5809 
238-0024横須賀市大矢部 2-5-20 あづまビル（Ⅱ）1 階 

介 護 付 有 料 老 人 ホ ー ム 

そんぽの家 三浦 

入居一時金無料 

18 万 8290 円～（税込） 
 

家事、食事（30 日の場合）、管理費込み。介護サービスの

1 割負担金、居室電気代、居室上下水道代、おむつ代など

は別途必要となります。 
 

 徹底した個別ケア。 

 キッチン・浴槽等を完備した完全個室。 

■ ご見学 随時承っております 
 お問い合わせ先：℡046-880-0711 担当・髙橋 

健
康
体
操
、
ミ
ニ
講
座
等
を

お
こ
な
い
ま
す
。
対
象
は
六

十
五
歳
以
上
の
三
浦
市
民

で
、
介
助
な
く
参
加
で
き
る

方
で
す
。
予
約
不
要
で
す
。

参
加
さ
れ
る
方
は
、
動
き
や

す
い
服
装
で
、
汗
を
拭
く
タ

オ
ル
、
飲
み
物
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

オ
レ
ン
ジ
会
（
認
知
症
家
族
の

会
）
の
ご
案
内 

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
同
じ
境
遇
の
方
と
、

日
ご
ろ
の
悩
み
や
不
安
を
語

り
合
い
ま
せ
ん
か
。 

一
人
で
悩
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、

新
た
な
気
づ
き
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

日
時
：
十
月
二
十
二
日
（
金
）

十
～
十
一
時
三
十
分 

場
所
：
南
下
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー 

チ
ェ
ル
Ｓ
ｅ

ａ
み
う
ら 

対
象
：
現
在
、
認
知
症
の
方

を
介
護
し
て
い
る
方
、
身
近

に
認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
方
な
ど 

＊ 
 

＊ 
 

＊ 

 

本
記
事
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
「
リ
ン
ク
」
（
☎

八
八
七-

〇
〇
四
八
）
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ありがとうございます！ 

 

七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で
、
小
学
生
と
中
学
生

を
対
象
に
、
夏
期
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
中
学
生

六
名
、
小
学
生
十
一
名
が
学
習
し
ま
し
た
。
中
学
三
年
生
は

受
験
の
年
と
い
う
こ
と
で
、
よ
り
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
小
学
生
は
時
に
集
中
が
続
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
講
師
か
ら
の
声
掛
け
や
気
分
転
換
を
挟
ん
で
最
後
ま

で
頑
張
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
講
師
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

集 

特 

 

 
こ
の
四
月
よ
り
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
「
リ
ン
ク
」
を

開
所
し
、
高
齢
者
の

介
護
予
防
の
お
手
伝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

八
月
二
日
、
障
害
者
や
ゆ
う
あ
い
三
浦
塾
の
受
講
生
を
対
象
に
、
荒
井
浜
に
お
い
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
海
水
浴
、
ボ
ー
ト
の
乗
船
体
験
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
暑
さ
に
負
け

ず
、
楽
し
い
夏
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
網
代

パ
ー
ル
海
育
隊
と
、
海
上
亭
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 



  

    

  

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ れ あ い サ

セ

ン 

ロ

セ

ン 

三浦市社協の紹介動画を YouTube にて公開中です！ 

https://www.youtube.com/watch?v=ImWKv6wONwY 

 

安
心
館
一
階
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
ま
か

せ
」
は
、
主
に
三
崎
地
区
の
高
齢
者
を
支
え
る
総
合

相
談
窓
口
で
す
。
専
門
知
識
を
持
っ
た
職
員
が
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

介
護
予
防
給
付
・
地
域
支
援
事
業
に
関
す
る
悩
み
や

困
り
ご
と
、
健
康
や
福
祉
、
認
知
症
、
医
療
や
生
活

に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け
て
い
ま
す
。
介
護
保
険

の
代
行
申
請
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
「
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
」
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
施
策
の

推
進
役
、
そ
し
て
地
域
に
お
け
る
認
知
症
の
人
の
医

療
・
介
護
等
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
要
と
し

菊名 1258-3 ☎876-7557 

 

 

 

介
護
支
援
最
前
線
「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」 

三
浦
市
南
下
浦
町
松
輪
在
住 

髙
梨
健
児
さ
ん
（八
十
六
歳
） 

 
 

 

法律相談は 9月 27日・10月 25日。予約制☎888-7347 

 

 

今
回
は
、
県
営
上
宮
田
団
地
集
会
所
の
サ
ロ
ン
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
本
サ
ロ
ン
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
三
浦

市
の
委
託
を
受
け
て
お
こ
な
っ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

の
一
つ
で
す
。
前
事
業
所
の
閉
鎖
に
伴
い
、
今
年
度
よ
り
本

会
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
リ
ン
ク
」
が
運
営
し
て
い

ま
す
。
写
真
は
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
と
き
の
様
子
で
す
。
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

の
結
果
に
皆
さ
ん
一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
方
は
「
こ
こ
に
来
て

み
ん
な
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
。
み
ん
な
と
の
お
し
ゃ
べ
り

が
フ
レ
イ
ル
予
防
に
役
立
っ
て
い
る
。
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
。 

本
サ
ロ
ン
を
担
当
す
る
、
リ
ン
ク
の
看
護
師
の
橋
本
は

「
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
参
加
者
の

皆
様
と
一
緒
に
こ
の
サ
ロ
ン
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
。
も
っ
と
参
加
者
が
増
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

サ
ロ
ン
は
毎
週
第
二
・
第
四
火
曜
日
の
十
時
か
ら
で
す
。

お
近
く
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

事業紹介「地域包括支援センターおまかせ」 

 
Ｑ
：
月
末
に
給
与
を
も
ら
っ
た
ら
返
す
と
い
う
約
束
で
、
友
人
に
十
万
円
を
貸
し
ま
し
た
が
、

月
末
を
過
ぎ
て
も
返
し
て
く
れ
ず
「
裁
判
で
も
何
で
も
す
れ
ば
い
い
」
と
開
き
な
お
ら
れ
て
い

ま
す
。
少
額
訴
訟
と
い
う
手
続
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

Ａ
：
少
額
訴
訟
と
は
、
六
十
万
円
以
下
の
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
す
る
場
合
に
利

用
で
き
る
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
裁
判
手
続
（
民
事
訴
訟
法
３
６
８
条
１
項
）
で
す
。
訴
え
提

起
の
際
に
少
額
訴
訟
手
続
を
求
め
る
旨
を
申
述
し
、
被
告
が
通
常
訴
訟
へ
の
移
行
を
希
望
し
な

い
場
合
（
同
法
３
７
３
条
１
項
、
２
項
）
に
、
同
手
続
に
よ
る
審
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

少
額
訴
訟
手
続
に
よ
る
訴
え
を
提
起
で
き
る
の
は
、
同
一
の
裁
判
所
に
お
い
て
年
に
十
回
ま
で

と
な
り
ま
す
（
同
法
３
６
８
条
１
項
た
だ
し
書
、
民
事
訴
訟
規
則
２
２
３
条
）
。 

審
理
は
、
原
則
、
一
回
の
口
頭
弁
論
期
日
で
終
結
し
（
同
法
３
７
０
条
１
項
）
、
証
拠
調
べ
も

即
時
に
取
り
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
証
拠
に
限
ら
れ
（
同
法
３
７
１
条
）、
相
当
で
な
い
場
合
を

除
き
、
口
頭
弁
論
終
結
後
直
ち
に
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
ま
す
（
同
法
３
７
４
条
１
項
）
。
原
告
の

請
求
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
裁
判
所
は
、
被
告
の
支
払
能
力
等
を
考
慮
し
、
判
決
言
渡
し
の
日

か
ら
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
で
支
払
を
猶
予
し
、
ま
た
は
、
分
割
払
の
定
め
を
付
す
こ
と
が
で

き
ま
す
（
同
法
３
７
５
条
１
項
）。
こ
の
よ
う
な
支
払
猶
予
の
判
決
は
通
常
の
訴
訟
手
続
で
な
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
被
告
に
よ
る
任
意
の
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
少
額
訴
訟
に
お
け
る
判
決
に
対
し
て
不
服
の
あ
る
当
事
者
は
、
判
決
内
容
が
記
載
さ
れ

た
書
面
の
送
達
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
異
議
申
立
を
す
れ
ば
（
同
法
３
７
８
条
１
項
）、
通
常
の

訴
訟
手
続
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
同
法
３
７
９
条
１
項
）
。
（
担
当
弁
護
士
：
小
川

拓
哉
） 

日時：第 2・4火曜日 10:00～12:00 
場所：県営上宮田団地集会所 
お問い合わせは… 
〒238-0102三浦市南下浦町菊名 1258-3 
☎ 887-0048（地域包括支援センターリンク） 

て
、
地
域
の
特
徴
や
課
題
に
応
じ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

三
浦
市
で
は
、
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
な
ど
、
ど
な
た
で
も
自

由
に
参
加
で
き
る
集
い
の
場
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
認
知

症
＆
予
防
カ
フ
ェ
と
し
て
、
認
知
症
予
防
に
つ
な
が
る
体
操
や
、
悩
み
ご
と
の
相

談
・
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。 

福
祉
・
介
護
の
専
門
職
も
参
加
し
ま
す
。 

毎
月
第
四
水
曜
日
、
十
三
時
三
十
分
～
十
五
時
、
ぶ
ら
い
庵
二
階
（
三
崎
三-

十
二-

六
）
に
て
実
施
中
で
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
森
） 

Special report 

フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を
始
め
て
約
一
年

に
な
る
髙
梨
さ
ん
は
、
松
輪
で
生
ま
れ
、
八
十
六
歳
に
な
る
現

在
も
松
輪
の
生
家
で
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
、
生
粋
の
三
浦
人

で
す
。
学
校
を
卒
業
し
て
三
浦
市
役
所
に
入
職
、
定
年
ま
で
勤

め
あ
げ
、
三
浦
の
歴
史
書
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
た
と
い
う
、
三

浦
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す
。
退
職
後
は
、
山
登
り
、

徒
歩
で
東
海
道
五
十
三
次
を
制
覇
、
知
人
の
ヨ
ッ
ト
で
南
太
平

洋
を
横
断
す
る
な
ど
、
普
通
で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
髙
梨
さ
ん
も
、
令
和
四

年
に
脳
大
動
脈
瘤
の
手
術
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
に
打
ち

勝
つ
た
め
に
、
リ
ハ
ビ
リ
を
始
め
ま
し
た
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
い
つ
も
髙
梨
さ
ん
の
昔
話
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

積
極
的
に
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む
髙
梨
さ
ん
。
目
下
の
目
標

は
「
も
う
一
度
羽
黒
三
山
登
頂
に
挑
戦
し
た
い
。」
と
の
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
を
続
け
る
、
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
髙
梨
さ
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
！
（
安
東
） 

サロン訪問記  

三浦市社会福祉協議会が運営する「フレイルサポートセンター」へのお問い合わせは…☎876-8655 
 

ン

セ

ン 



令和５年度決算報告について         Report 
 

会費の取り扱い方に関する考え方について 
  

 

 

 

 

 

         

 
2024年 9月 

３・１７日 

１９日 

２７日 

ボラセン講座（囲碁） 

ボラセンランチ会 

無料法律相談 
2024年 10月 

１・１５日 

２日 
１７日 

２２日 

２５日 

ボラセン講座（囲碁） 

未病ウォーク 
ボラセンランチ会 

オレンジ会 

無料法律相談 

未病サロン情報 
  その他の地区でも不定期開催しています。 
  詳しくは下記☎までお問い合わせください。 
2024年 9月 

３日 
３・１７日 

４日 
５日 

５・１９日 
１０日 

１０・２３日 
１１日 

 
１３日 
１７日 
１８日 
２０日 
２７日 

シーアイ 
飯森中区 
宮川会館 
日の出会館 
ボラセン（えきちか） 
小網代会館 
氏子会館 
海外楽友会 
ボラセン三崎 
老人福祉保健センター 
暖館・海外区 
ＧＨみづき 
市民交流センター 
あんじゅ三崎口 

2024年 10月 
１日 

１・１５日 
３日 

３・１７日 
８日 

８・２８日 
９日 

 
１１日 
１５日 
１６日 
２５日  

シーアイ 
飯森中区 
日の出会館 
ボラセン（えきちか） 
小網代会館 
氏子会館 
海外楽友会 
ボラセン三崎 
老人福祉保健センター 

暖館・海外区 

GHみづき 
市民交流センター 
あんじゅ三崎口 

みうらふれあいサロン情報 

2024年 9月 
10・24 日 

11・25 日 

11・18・25日 

12・19・26日 

13・27 日 

20・27 日 

県営上宮田団地集会所 

初声市民センター 

城ヶ島区民センター 
勤労市民センター 

チェル Sea みうら 

岬陽小  
2024年 10月 
４・18・25 日 

８・22 日 

９・16・23 日 

９・23 日 
10・17・24日 

11・25 日 

岬陽小 
県営上宮田団地集会所 

城ヶ島区民センター 

初声市民センター 
勤労市民センター 

城ヶ島区民センター 

チェル Sea みうら  
 

※今年は、地域をつなぐはつらつフェス
タは開催いたしません。ご了承くださ
い。掲載予定は、予告なく変更になる
場合があります。 
お問い合わせは… ☎888-7347 まで 

お願いいたします。  

 

6 月下旬、三浦市内 54 区の区長宅に一軒一軒お邪魔して、三浦市社会福祉協議

会の会員増強運動のお願いにあがりました。 

 そうした中、複数の区長さんから「社会福祉協議会の会費を区費から一括拠出

することに懸念の声があがっている。違法行為にならなければいいのだけど…」

とのご指摘を受けるに至りました。おそらく、滋賀県甲賀市の自治会費増額決議

（増額分＝社協の会費）を無効とする大阪高裁判決のことをおっしゃっているの

でしょう。 

ご指摘のとおり、区費からの一括拠出には十分に注意しなければなりません。 

一方でこの判決は、社協会費を自治会費に包含して集めること自体を違法とし

たものではありません。自治会費の増額に応じなかった住民が、自治会からの脱

退を強制されたこと、きちんと住民同意を得ていなかったことを戒めたものだっ

たのです。会費の徴募を自治会に依頼する場合、その徴募方法が自治会に委ねら

れ、各自治会で承認された方法であれば、これを一括して集める方法を選択した

としても、実は問題はないのです。 

とはいえ、当法人が一般会費の徴募について、長きにわたり三浦市区長会に依

存してきたこともまた事実です。また、新手の詐欺が横行する中で、一軒一軒個

別訪問をして会費を徴募するという方法にも限界があります。 

そこで、理事会並びに評議員会でもこの問題を協議し、次年度に向けて、今後

どういった方法で会員増強運動並びに会費の徴募をしていけばよいのか、真摯な

議論をおこなうことに致しました。この年度末までには回答を得て、それを市民

の皆様にご報告をさせていただく所存です。 

最後になりますが、社会福祉協議会の会費は決して強制ではありません。会費

は、社会福祉協議会の会員になることで気軽に地域福祉活動に参加し、それが市

民生活の向上に寄与し、誰もが安心して暮らすことのできる福祉社会を築くため

の「仕組み」なのです。会費の徴募のご協力くださっている区長並びに関係者の

皆様に、この場をお借りして改めて衷心より御礼申し上げます。 
令和 6年 7月 29日 

社会福祉法人三浦市社会福祉協議会 
会 長  杉 山  実 

【訂正】社協みうら 219号表紙みうらの至福人について以下のとおり訂正いたします。 
正「（前略）～自分のためだけではなく～（後略）」  誤「（前略）～自分のためだけはなく～（後略）」 

 令和 4 年度より
赤字幅は縮小した
ものの、1,087,362

円の赤字決算とな
りました。安心館の
老 朽 化 に 伴 う 修
繕・改修費がかさん
だことがその主た
る要因です。 

 決算と、前号に掲
載いたしました事
業報告の詳細は、本会ホームページよりご覧いただけます。 

（https://www.shakyo-miura.com/report/report-20240628.html） 

455,388,484円

454,301,122円

令和５年度決算の概要

収入

支出

支出 サービス活動増減の部454,859,473円

サービス活動外増減の部529,011円

収入 サービス活動増減の部449,984,534円

サービス活動外増減の部4,316,588円


